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令和３年度　事 業 実 施 報 告 書

事業名
（個別メニュー）

砂防防災講演会 事業経緯 継　続 実施体制 実行委員会 担当所属 富山支所

事業名
（大項目）

災害に対する安全・安心推進事業 分類名
（中項目）

防災意識醸成活動支援事業 事業区分 講座、セミナー、育成

　従来の理工学的見地からの講演とは一線を画し、防災に対する意識の変
化、砂防事業が暮らしにもたらした効果、今後防災意識をどのように持っていく
べきか、日常の防災・暮らしの実践的防災を市民に啓蒙を行う。
　また、活動を通して、砂防に造詣の深い人材の育成を目指していくものであ
る。

　近年は想定を越える規模の自然災害が頻発しており、我々は「いつ、どこで起きる
かわからない災害」に備える必要がある。防災講演会は、これらの災害のうち土砂災
害に関する現状や災害から身を守るための知識や避難行動、また、被災地の現状
や復興状況、防災に関する様々な情報を提供し、市民の「学ぶ場」としている。
　今回の開催地・砺波市では、市防災士連絡協議会副会長より、「中山間地の避難
行動」と題して、市内の中山間地における避難事例を交え、今後、取り組んで行かな
ければならない課題など具体的な内容で講演をしてもらうことで、防災への心構えを
新たにすることができた。
　今後も、「土砂災害について」「砂防について」「防災について」広く市民や地域に理
解され安全安心の地域づくりにつながる効果が期待できる。

■防災講演会in砺波市
　日 時：令和3年11月20日（土） 10:00～12:00
　場 所：砺波市庄川生涯学習センター（富山県砺波市）
　プログラム：
　　▶ 基調講演「土砂災害対策に関する最近の話題」
　　　　椎葉 秀作
         （国土交通省水管理・国土保全局砂防部砂防計画課地震・火山砂防室長）
　　▶ 活動報告「砺波市土砂災害ハザードマップの見直しについて」
　　　　大場 誠一（砺波市建設水道部土木課主幹道水路管理係長）
　　▶ 活動報告「中山間地における避難行動〜地域と命を守るために〜」
　　　　開田 哲弘（砺波市防災士連絡協議会副会長）
　　▶ パネル展示
　参加者：200名

主催：砂防防災講演会実行委員会（以下、構成団体）
　　　 （一社）斜面防災対策技術協会富山支部、NPO法人富山県防災士会、
　　　 （一社）北陸地域づくり協会富山支所、立山山麓防災・安全対策協議会、
　　　 NPO法人富山県砂防ボランティア協会、立山・神通砂防スペシャルエンジニア、
　　　 立山砂防女性サロンの会
共催：砺波市
後援：国土交通省北陸地方整備局立山砂防事務所
　　　 富山県土木部防災課、
協賛：富山県治水砂防協会、富山県建設業協会砺波支部、
　　　 （一社）富山県測量設計業協会、富山県立山カルデラ砂防博物館
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